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内 容 梗 概

パイロットワイヤリレーの最近のおもな問題点として,高圧ケーブル送電線の接地保護方式と多端子

送電線への適用などがある｡この現状にこたえて,それぞれの目的に適した新方式を開発した｡また性

能的には掛こサージ電流耐力を向上することに主眼をおき,構造的には各部の要素を小形化し一体とし

て東根いを便利にするなどのエ夫を払った｡このようにして一連の新しいパイロットワイヤリレーを完

成したのでその内容につき紹介する｡

】.緒 言

短距離送電線の高速度選択保護継電方式としては,パ

イロットワイヤリレー方式が最適であることは周知のと

おりである｡その適用の範囲は近時ますます広がり,今

や汎用リレーの感さえある｡したがって,パイロットワ

イヤリレーとしては,保護すべき送 線の状況によく適

応したものにすることはもちろん,さらにいっそう合理

化して｢使いやすい｣リレーとすることも必要である｡

そのために,さきに開発した電流環流式パイロットワイ

ヤリレー方式(1)(2)を基本として,新しく一連のパイロッ

トワイヤリレーを完成した｡

また高圧ケーブル送電線においては,そのキャパシタ

ンスが大きいため,接地保護方式に対して,定常時,過

渡時ともに程々の困難な問題があるが,日立製作所日立

研究所に設置された模擬ケーブル送電線を活用して各種

の面から慎重に検討した結果,動作の確実なケーブル送

電線用パイロットワイヤリレーを開発することができ

た｡

さらに多端子送電線においては,各端の変流器特性の

不一致が区間外故障時に無電流端子リレーの誤動作の原

因となるが,非直線インピーダンスを導入して変流器特

性に相補性を与えることによって,この間趨を解決し

た｡

2.一般送電線のパイロットワイヤ

リレー方式

2.1動作原嘩

弟】図A,B両端の交流器Cr.1,C71βの二次電流をそ

れぞれ句JA,｣勒月に導入し弟l図のような抵抗回路を経

たのち,片道抵抗が月pであるようなパイロットワイヤ
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第1図 パイロットワイヤリレー動作原理説明図

で相互に接続したとする｡次にC7｢A,Crβの二次電流を

それぞれ図示の方向にとってム,んとし,まずJAにつ

いて考えると,∫Aは抵抗屈むの回路に〆A,抵抗屈5を

経てB端に至るパイロットワイヤ回路にヴ∫Aの割合で

分流する｡♪,ヴは容易にわかるように

凡+2(尺ざ+尺p)

2(｣吼+忍ぶ十月p)

〝､

2(月わ+忍占+Rp)

♪+す=1

となる｡ここでリレー内部の調整抵抗忍ぶによって

皮わ=ゑ1(点ざ+点p),烏バリレ一定数……(1)

となるように調整すると,ク,すは下記のように書き改め

られる｡

ゐ1+2

2(ゐ1十1)'
す=

2(ゐ1十1)

一方Jβも んと同様に分 するので,これを総合して

考えると弟1図中のん1,∫A2およびJβ1,∫月2ほ下記のよ

うになる.｡

∫dl=♪ん+〆β,Jd2=曾JA一留ム7

J別=♪Jβ十甘ん,Jβ2=留J月一曾∫A

さてここで,A端のリレー勒Aでは動作要素に鬼1†Al

-ん2,抑制要素にん2なる電流を導入し,またB端のリ

レー句′βに対しても同様に,それぞれゑ1Jβ1-ん2とJβ2

を導入すると式(2),(3)より次の関係が得られる｡
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抑制要素:ん2=

旦拍動作要

2(ゑ1+1)

ゑ1J勘一丁β2=

抑制要素:∫月2=

烏1:リレー定数

.勘二2

一成1

2(烏1+1)

(ムー∫月)

(ん十∫β)

(ん

式(4)からわかるようにリレー動作要

∫β)

に流れる電流ほ

両端電流の和(ん+J月)に比例し,また抑制要

端両ユよ流

に流れる

流の差(ムーJβ)に比例する｡したがって平

常状態および区間外故障時にほん=-Jβとなるため動

作電流ほ小さく抑制電流ほ増大してリレーの動作を阻止

し,逆に区間内故障の場合にほ,いずれか一端で 流方

何が反転するため動作電流が増加し抑制電流は減少して

リレーほ動作する｡また区間内故障時に,故障電流が一

端のみから供給される場合にも,両端のリレーほ同時に

動作できることはもちろんである｡

以上説明した動作原理のうち,その根本的な考え方は

日立電流環流式パイロットワイヤリレー方式(1)(2)として

すでに各所の送 線保護用に多数納入され,良好な実績

をあげているが,次節以降に説明する新形のパイロット

ワイヤリレー方式もすべてこの原理を踏襲している｡従

来のものをよりいっそう合理的にするため改善,工夫を

払った点は下記のとおりである｡

(1)絶合 流器,差動 成器,抵抗器およびリレー

要素を再検討し小形化して一休とし取扱いを便利にし

た｡

(2)リレー内部に試

に試

用端子を設け各部要素を詳細

できるようにした｡

第2図 KD2形パイロ

ット ワイヤリ レー

(3)基準抵抗を一定に

し,適用する送電線のパイ

ロットワイヤ抵抗i･こ応じて

平衡用抵抗を調整するよう

にしで常にHじ惰性をうる

ことができるようにした｡

(4)ケーブル送電線に適

用するためサージ 流に対

する耐力を強めるよう工夫

した｡

またこの方式が一般のパイ

ロットワイヤリレー方式に比

べて特にすぐれている特長と

して下記の点がある｡

(1)式(4)からわかるよ

うに,両端リレーの動作条

打=次

差動変成蓋 抑制要素 平衡用抵抗

第3図 KD2形動作原理説明図

件はパイロットワイヤ抵抗などには一切無関係であ

り,また両端がつねに同一条件となっているから,両

端リレーの不揃い動作や,それに基く片端の先行遮断

などを考慮する必要がない｡

(2)リレーの動作電流はパイロットワイヤ抵抗すな

わち送電線亘長やパイロットワイヤの線種に関係なく

一定とすることができる｡また消費ボルトアンペアに

も変化がない｡したがって保護送電線の変更,リレー

の移設などの場合にも,新しいパイロットワイヤ抵抗

に応じて調整抵抗を盛定するだけで,常に同一特性を

持たせることが可能である｡

2.2 KD2′KD3およびKD4形パイロットワイヤリレー

パイロットワイヤリレー方式には短絡および接地故障

保護用にそれぞれ専用のリレーを用いる4線式と共通の

リレーを用いる2線式とがある｡KD2形およぴKD3形

ほそれぞれ短絡およ 保地接び 用であって4株式として

使用し,KD4形は短絡接地保護共用であって2株式とし

て使用する｡

(1)KD2形パイロツIワイヤリレー

第2区は本券の外観を,第3図は動作原理図を示し,

整定変流宕凱 動変流器,

動作および抑制要

準および平衡用抵抗器と,

よりなるリレー要
,さらに試験

用端子などからなっている｡

リレー要素は誘導環形の構造になっており,同一回

転軸に動作および抑制要素の誘導環が配せられ,それ

らの回転力の差によって動作するようになっている｡

整定変流器ほ駄合変流行(三相→単相)をなし,一次

線輪に設けたタップにより片端電源三相短絡に対し2

～7Aで動作するようになっている｡この二次電流は

抵抗に流れる電流と,平衡用抵抗を経て相手端に

流れる電流に分れるが,本リレーにおいては式(2)

(4)i･こおけるゐ1=1となるように差動変成器の巻数が

選ばれている｡

準抵抗は式(1)に見るように本リレーが適用でき

る最大パイロットワイヤ抵抗を示し,これほパイロッ

トワイヤリレー方式の適用限度,消費ボルトアンペア

の両面から適正な値が要 され,本リレーにおいてほ

5nおよび10nの2点に切り替えられるようになっ
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ている｡5nの場合,絶縁変流器の 流比を10:1と

するとパイロットワイヤ片道抵抗500nまで整冠可能

であり,この値は0･9¢の銅線で約18km,1.6¢銅線

で約55kmに相当し,10nでほこの2倍に する｡

平衡用抵抗は基準抵抗とパイロットワイヤ抵抗(リ

レー側換算)を平衡させるもので,0から基準抵抗値

までを,0.1nの精度で任意に整完できるようになって

いる｡

本リレーほ上述のように主変流器の二次から絶縁変

流器端子までの多数の構成要素からなり,リレー端子

からだけでほ詳細な試験が不可能な部分もあるので内

部に試験用端子を設け,これによってすべての試験が

行われるようになっている｡

本リレーほ故障発生後1～2～

選択を行うので,外部故障時に

位相

度の高速度で故障の

流器の過渡的比誤差,

差などにより両端変流器の二次電流に 異を生

じても誤動作しないように抑制効果が付与されてお

り,区間に 入する 流と流出する電流との間に50%

の不平衡があるまで動作しない｡策4図ほこれを示す

比率特性である｡

(2)KD3形パイロットワイヤリレー

本器の構成ほKD2形と同様で整定変流掛こは0.4～

1.5Aのタップが設けられており,また比率特性も50%

になっている｡本器ほ架空送電線はもちろん,ケーブ

ル送電線でも充電電流の影響が比較的小さく,検出感

度がそこなわれない範囲で接地保護に適用できるよう

に,三次短絡巻線を有する特殊の差動 成器とその出

力側に設けたL,Cからなるサージ吸収回路により故

障電流に直流分を含む場合にも,また大きなサージ電

流が含まれている場合でも,誤動作がないように考慮

されている｡

弟5図ほ本器の耐サージ特性を示し,第3高調波の

サージに対しては感度電流の40倍,第5高調波のサー

ム ゐ
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第4図 KD2形 比 率 特 性

ジに対しては80倍以上のサージに耐えることができ

る｡葬る図はサージ吸収回路の動作を示すオシログラ

ムの一例である｡

(3)KD4形パイロットワイヤリレー

木器は2繰式パイロットワイヤリレー用で2本のパ

イロッワイヤにより短絡と接地の保護を行うことがで

き,既設ケーブルなどパイロットワイヤに制限がある

場合にも完全な保護が可能である｡

本譜の構成ほ整定変流器が総合変流器をなしている

ほかほKD3形と同じで,その適用もKD2形,KD3形

と同様である｡

3.ケーブル送電線のパイロットワイヤ

リレー方式

3.1ケーブル送電線における問題点

ケーブル送電線は架空送電線に比較してインダクタン

スが小さく逆にキャパシタンスが大きいという電気的定

数の相異や,絶縁構造の複雑さなど機械的な構成の相典

に起因して,特に接地保

提起している｡すなわち
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第9図 ケーブル送電線の故障電流ベクトル図

(1)保護区間内充電電流ほ区間外故障の場合も普通

の電流差動方式のパイロットワイヤリレーに対しては

内部故障電流と同様に働くので,これによる誤動作を

l妨ごうとするとリレーの検出感度が著しく悪くなるお

それがある｡

(2)故障発生瞬時,故障中の系統分離時,

障除去時などに,サージ 流とよばれる過渡

および故

流が流

れ高速度リレーの誤動作を招く危険がある｡

日立製作所日立研究所ではこの間題の重要性にかん

がみ,現象の究明を行うとともに宍系統におけると同

様な状態でリレーの動作を検討するために,新たに幌

擬ケーブル送 線設備を設置した｡この設備を利用し

て弟7図のごとく66kVOFケーブル送

架空送電線が

線30kmに

繋された一つのモデル系統を模擬し,

架空線上の故障点の位置,中性点接地方式,および故

障発生位相角などを変更して種々の面から検討を行っ

た｡特に問題になるサージ電流については,故障発生

瞬時に弟7図Aに生ずるものを代表的に採り上げた｡

一 方 式 の 進 歩 767

その測定結果の一例を舞8図に示している｡

現在までに明らかになった点を整理すると下記

のようである(3)｡

(1)故障発生時に現われるサージ電流は基本周

波数よりも高い減衰性電流で約0･5～で消滅した｡

その周波数は故障点がケーブル送 繰出口に近づ

くほど高く,遠ざかるはど低くなり,基本周波数

の約3～5倍であった｡

(2)サージ電流の定態故障

最大約7倍に達し,故障

流に対する倍率は

ブル送 繰出口

に近づくほど,また故障発生位相角が90度(また

は270度)に近いほど,さらに抵抗リアクトル並

列接地系で補償度の大きいほど大となった｡

(3) 柏電圧は両端子とも掛こ著しい特異現象

はみられなかった｡

(4)サージ

ほ,

流第1波の零相電圧に対する位相

流方向をケーブル内部方向にとったとき

相電圧と逆位相であった｡

3.2 動作原:哩

以上説明したケーブル送電線における問題点を解

決し,かつ一般送電線柑のものと同じ効果をうるた

めには,ケーブル送 線接地保護用パイロツIワイ

ヤリレーに対し本質的に次のような特性が要求され

る｡

(1)区間内充電電流の大小に関係なくその影響

を受けぬこと｡

(2)故障発生瞬時だけでなく,故障継続中およ

び除去時においても,電流サージによる誤動作が

ないものであること｡すなわちほかの補助手段に

よらず本質的にサージ電流耐力のあること｡

ここで弟1図にもどり,A端リレー句,Aの動作要素

には電流(ゐ1ん1-ム2)と零相電圧Voを,また抑制要

素には電流んならびにゑ21ゐ1ん1-(烏1+2)ん2‡(ゐ2:リ

レー定数)を導入し,それぞれの積によって回転力を

生ずるように構成すると式(2)(3)およぴ(4)より

ゐ1JAl-ん2=
あ▲■2

(∫A+Jβ)

ゐ2(た1ん1一(た1+2)ん2‡=烏1ゐ2∫月

となるから,したがって

旦拍動作回転力:
,勘二2

(VoんcospA+VoJβCOSPβ)

抑制回転力:鳥1ゑ2JAJβCOS～ウAβ

鳥1,ゑ2

?A,Pβ

--､J･

リレー定数

Ⅴけとん,Voと∫月の間の位相角

工4と∫月の間の位相角

となる｡またB端リレー尺y月についても同様に考え
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ると(5)式と同じ結果になることは明らかであり,こ

の場合にも2･1で述べた特長がそのまま生かされてい

る○ さて弟9図(a)のようなケーブル送電線を仮想

し･図中のろ,ろおよび香点にて1線接地故障が発

生した場合のA,B端 流ん,∫βのべクレレ関係を考

えてみると同園(b),(c),(d)のようになる｡この図

からわかるように区間外故障の場合にはん,んは逆位

相となり式(5)の動作回転力はなくなり抑制回転力は

リレーの動作を阻止するように働くが,区間内故障の

場合にほ,ん,んともVoと同方向になるため動作回

転力を生じ さらに抑制回転力は逆にリレーの動作を

助けるように働く｡すなわち式(5)で表わされるよう

な構成のリレーとすれば,区間外故障の場合に保護区

間内充電電流の影響をまったく受けないのみでなく,

動作要 特性を適当に選べば逆に抑制回転力と

して利用できることがわかる｡

次にサージ電流について考えてみるに,これは Ⅴ｡

に対して2～3倍以上の周波数となっているため動作

回転力ほ生じない｡もちろん高速度形のリレーにおい

てほ･リレー要素に与えられる回転力の瞬時値につい

て検討する必要があるが,サージ電流の強大な第1波

はVoと逆位相にあり,リレー動作を抑制するように

働く｡また抑制要

作要素に比べて大電

は電流積の形になっているから動

l らに大となり,

サージ電流に対する耐力を増すとともに,両端変流器

の特性差を補 するのに有効である｡

従来のパイロットワイヤリレー方式では侮を導入

する必要がなく,したがって計器用電圧変成器を要し

ないことを 済的な利点としていたが,ケーブル送電

線用のパイロットワイヤリレー方式ではVoを導入す

ることによって上述のような種々の利点が得られ,適

切な抑制要素と相まって充電 流の影響を受けず,し

かもサージ電流に強いリレーとすることができる｡

3･3 KHOV形パイロットワイヤリレー

ケーブル送電繰の接地リレーは上述のように短絡リレ

ーに比して種々複雑な特性が要求される｡これに応じて

前記のような特性を備えたKHOV形パイロットワイヤ

リレーを開発した.｡

本拒も構造的にほすでに述べたKD2形などと同じであ

るがその回路構成にほ種々の特長をもっている｡

舞】0図は本器の動作原理図を示し方向要素鉄心の外

脚にほ電圧線輪を,中央脚の 流線輪をこほ中央よりクッ

プを設け･これらによって式(5)で示す動作回転力を得

ている｡

抑制要素の鉄心外脚に設けた線輪ほ電圧線輪をなし差

動変成器を通して相手端電流をこ比例した電圧で励磁され

整定変流綜二次電流とによって安定した電流積特性を得

第41巻 第6号

第10図 KHOV形動作原理説明図
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第11図 KHOV形耐サー ジ特性

ている､〕

差動変成器に三次巻線を持つこと,その二次回路にサ

ージ吸収回路を設けてある点などほKD3形と同様であ

る｡

ちなみに電力形のリレーiこおいていずれか一方の回路

に正弦波電圧が加えられている場合,他方にサージが含

まれていてもサージに対しては応勤しにくく,本リレー

についてみると方向要素ほ電圧回路にほサージほ少な

く,また電流積要素でほ 動変成器出力が正弦波に近く

サージに対してはきわめて強い特性になっている｡

また木器は計4種の 気量で動作するのでそれらの問

に電気的またほ磁気的干渉があると動作特性に程々の問

題を派生するのでこれらの

われているっ

木器の比

り,方向要素の力

蔽に対しては特に注意が払

まほかのものと同様50%になってお

特性ほ故障電流の位相角,直流分が

含まれている場合の影響などを考慮し進み30度になって

いる｡

弟】l図ほ方向要素単独の耐サージ特性を示し抑制要
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第13図 方向比較パイロットワイヤリレー方式

原理説明図

素がなくとも第3高調波のサージに対し少なくともタッ

プ 流の40倍以上の値に耐えることを示している｡また

弟】2図はサージ電流試験のオシログラムの一例であり,

このような波形のサージ電流を印加して,耐サージ

を行った｡

3.4 方向比較パイロットワイヤリレー方式

験

弟13図は方向比較パイロットワイヤリレー方式の原

理説明図である｡すなわち各端子に内部プノ向リレーと外

部方向リレーを設置してその接点を岡に示すようむこ按紀

すれば,いずれかの端子で内部方向リレーが動作し外部

方向リレーはいずれの端子においても動作しないときだ

け各端のリレー動作線輪に電流が流れリレーは動作す

る｡

方向比較方式は所要リレーの台数が多いことやパイP

ットワイヤとの絶縁などの点で,前節までに

うな電流

明したよ

動力式に劣るが,これを援地保護に使用する

場合にほリレー台数の増加ほほとんどなく,また零相電

圧を電源とすることによってパイロットワイヤを絶縁変

圧器で絶縁できるので電流差動方式に対して特に不利な

点はない｡特にケーブル送電線の接地保護方式として使

用する場合には, 送レノブケ 線の!持殊な間遠を督端の

方向接地リレーの特性だけで解決できるので考え方やリ

レーの構造が簡単になり,変流器自体の過渡特性や各端

l
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第14図 3端子パイロットワイヤリレー方式説明図

変流器の特性の差異に疑問がある場合や,多端子系統に

拡張適用する場合など有利になる｡

方向継電器としてはKGC形

する｡この継

田】速度接地継

韓ほ誘導環形の方向継

流線輪i･こ並列に金属

器を使用

器であるが,電

流器と可飽和リアクタよりなる非

直線インピーダンス分流回路を接続し,電流線輪に流れ

る電流を制限するようになっている｡

非直線インピーダンスは電流が小さいときほほとんど

分流電流ほなく, 流が大きくなった場合に分流効果を

生ずる｡またそのインピーダンス角は電流の大小に関係

なく電流線輪のインピーダンス角とはぼ等しくなるよう

に選定せられており,分流効果の大小によって継電器の

力率特性が影響を受けないようになっている｡

この分流効果により電流サージに対して非常に安定で

たとえばタップ電流の200%の外部方向電流にタ､ソプ値

の250倍の波高値を有するサージ電流(サージの周波数

は基本披の3倍)が重畳された場合にも誤動作はなかっ

た｡

電流線輪には0.2～1Aのタップを備え, 圧が定格電

圧の30～100%の問でほぼタップ値に近い電流で動作す

る｡力率特性は進み30度である｡

4.多端子送電線への適用

4.1多端子送電線′くイロットワイヤリレー方式

電流差動パイロットワイヤリレー方式ほ保護すべき送

線の各端の 流をベクトル的に比較することを根本原

理としているから,多端子送電線に拡張して適用するこ

ともできる｡弟14図は3端子送電線のパイロットワイヤ

リレー方式説明図であるが,各端の電流を図示のように

エ1,上月およぴんとし,パイロットワイヤ抵抗尺れ4,尺毎

および旦夕(-の大小に応じて

居み=ゑ1(属∫A+即A)=カ1(且弛+旦夕月)=た1(点5C+旦如)

となるようにリレー内部の調整抵抗月ぶを整志すれば,

で12 ベた方法忙準じて各端リレーの動作および抑制

要素電流は
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抑制要
3(鳥l十1)

句′月動作要素:ゐ1J別一丁β2

抑制要素:J月2

･`瑠...･

ゐ1

3(た1+1)

抑制要素:ムー2
3(ゐ1+1)

(2ムーム｢一九-)

(ん+Jβ+∫c)

(2Jβ-ん-ん)

(2Jr-ムーJβ)

となり,2端子の方式を3端子に拡張して適用できるこ

とがわかる｡

さて3端子パイロットワイヤリレー方式における問題

点ほ区間外故障時に無電流端子を生ずる場合,

端子の交流器特性 に慕いて無

流通過

流端リレーが誤動作す

る危険があることである｡すなわち弟15図に示すよう

なA,BおよびCの3端子送電鰍こおいて,C端外部の

ダ点に故障が発生して故障電流ん▼がA端のみから供

給されB端から流旧してC端が無電流端子となる場合を

考えてみると,A,B両端の変流器特性がまったく合致

しておればん=-†β,ん=0 となって各端リレーの動

作要素には 流が流れず 動作をひきおこすことはない

が,変流器特性に差があるとそれに基く不平衡 流が動

作要素に流れることになる｡この場合にも電流通過端子

のリレーには十分な抑制効果が与えられるが,無電流端

子においてはては抑制効果を期待できぬことは明らか

であり,不平衡電流が大きいとついには誤動作するに至

る｡

一方区間内故障で故障電流が1端またほ2端から供

される場合には無電流端子といえども動作することが要

求されるため,結局無電流端子のリレーは動作要素に流

れる電流の大小によってのみ区間内外故障を判定せねば

ならなくなる｡

この目的を達するためには,各端に特性のよく合致し

た変流器を設置し,想定される最大故障電流においても

飽和しないように考慮を払えばよいのでほあるが,これ

ほ一般に必ずしも可能であるとは考えられないので,さ

らになんらかの工夫が必要になる｡また使用するパイロ

ットワイヤ本数を増せば原理的に種々の方式が考えられ

るが一般的なものとほ考えられず,やはり2端子送電線

における方式を拡張したものであることが好ましい｡し

たがって本方式においてほ弟】4図に示したように各端

子入力端に非直線性のインピーダンス月bを挿入して各

端の変流器特性に相補性を与えるように考慮した｡すな

わち,この非直線インピーダンスに 圧Eを印加したと

き電流∫が流れるとし,その特性を

J
∴Jこ､･一

α,β:非直線インピーダンスの特性定数

と表わせば,弟】4図においてA,B両端が電流通過端

子,C端が無電流端子となる区間外故障の場合,変流器

二次 流fα,fゎは

iα=ん十JAO=ム+ノう且lα

よゎ=Jβ+J月0=∫月+βEβα

となり,ん,∫β の不平衡電流がC端リレーの動作値に達

するような場合には且1はEβに比して十分大(ただし

てんl>けβ;とする)となるから,したがってf〃ノほiゎに

比して十分大になる｡.このことは換言すればA,B両端

の変流器に特件差があっても,その二次電流㍍,ねに非

常に大きい差がない限りC端が誤動作する危険がないこ

とを示している｡非直緑インピーダンスとして特に設計

されたリアクレレを使用して試験した結果の一例が弟

1る図であり,この結果からも本方式の効果がうかがわれ

る｡

4.2 変流比補正装置

パイロットワイヤリレー方式においてほ,保護区間の

各端に設置される 流器の 等湘即流変 しいことが必要

であるが,変流器をメータ用と共用するような場合には

必ずしも等しくすることができない｡これほ特に多端子

に限ったことではないが,多端子の場合に特にその機会

が多いと考えられる｡

日立パイロットワイヤリレーは整定 流器のタップに

よって感度を整定するようになっているから,各端の変

月 β

ー●･み
斤→ r

l

C

l

第15図 3端子送電線区間外故障時の無電流端子
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第17図 変 流 比 補 jE 装 置

流比がある特定値の場合には,このタップによって変流

比の相異を補正することができる｡(たとえば変流比が

300/5,およぴ600/5の場合にほ,それぞれ4Aタップ,

2Aタップを使用すればよい)｡タップほ整定変流器の

一次巻線側に設けられているから,このような使用法忙

おいても整定変流器は両端とも同一動作点でほたらく

とになり都合がよいが,一方最小動作電流の整定が一

的に決ってしまう不利がある｡

変流比補正装置はこの点に融通性をもたせるために設

計されたものでありパイロットワイヤリレーの入力例に

設置される｡弟け図にその一例を示しているが,これ

は各端の交流比の比率が最大1:3の場合に使用するも

(第14頁より続く)

鶴
q邑

気
柄

奔流比
森涜比補正装遥

タッ70

月 /α現存 ○-○
β 勒 ○一○

+ぐ 戌喝ケ ○-○
第1衷 変流比補正装置使用例

のであり,その適用の一例を第l表に示した｡

5.結 Ⅰ::コ

パイロットワイヤリレー方式の進歩発 はまさに日進

月歩であり,種々の目的に適したリレーが新しく開発さ

れ,また改良されている｡以上むこ述べたとおり,ケーブ

ル送電線の接地保護,多端子送電線への適用などの問題

点を解決するとともに,いっそう｢使いやすい｣リレー

とすることを目的として完成された新しいパイロットワ

イヤリレーの詳細につき説明し御参考に供した｡
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